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もりのにぎわい通信  
 

2019 年５月 25日 定例活動報告 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

日時：2019 年 5月 25日（土）9：00～14:30 

場所：小山町 観音地 

天候：晴 気温 25～31℃ 湿度 56% 風向 西南西 風速 3.5m 

定例会参加者：24 人：子供 1 人、大人 23 人（土地改良区 5 人） 

■ 活動 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

９：００ スタッフ集合（植樹祭準備） 

   植樹苗： エノキ 10本､ニレ 5 本､ハナミズキ 2本､クリ 1 本､クルミ 2本､ウメ 2本 

カキ 2本､ヤマザクラ 2本 計 30本 

   苗木と道具を配置（支柱：黄色テープの印） 

９：２０ 受付 参加費（子ども１００円/大人３００円） 

    植樹祭会場に移動（松林下の散策路） 

９：３５ 開会 

   挨拶 千葉市板倉大椎土地改良区 橋本理事長 

９：４０ グリーンウェイブの意義について  緑の環 金井理事長 

９：４５ 苗木の植え方 説明 緑の環 星野 

植樹：エノキ（4 本）  

    カウントダウン (株)オーク情報システム 喜多様 

１０：００ 水やり（世界中で現地時間１０：００に行います） 

１０：０５ 諸注意と連絡 

１０：１０ 集合写真 

１０：15 植樹 (他苗木 26本) 

      4グループに分かれ植樹 

植え場所の確認、元肥を入れる（牛ふん堆肥･腐葉土）、植樹、水やり､乾燥対策 

１１：１５ 休憩 

１1： 45 解散・昼食  

１2:30 乾燥対策､苗木の水やり､除草作業、クズの蔓切り 

１４：10 片付け 

14：30 解散    

  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
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・■ 活動報告 

5 月下旬だと言うのに 30 度を越す暑さが続き特に北海道では 40 度近くとなるなど異

常気象が続き体調管理が大変な状況となっています｡本日も 30度以上の暑さが予想される

為､熱中症に注意しながらの活動となりました｡ 

グリーンウェイブ植樹祭も今年で早いもので 10 回目になりました。 

苗木 30 本の内エノキ 10 本は購入しましたが､他の 20 本は（株）オーク情報システム金子

さんが自宅ベランダで育てていたニレ 5 本、ハナミズキ２本､クリミ２本、ウメ２本、カ

キ２本、ヤマザクラ２本を寄付して頂きました。 

始めに地権者である土地改良区理事長の橋本さんから活動地の取得経緯とここが観音地

（2.2ｈａ）周辺に広がる水田（３０ｈａ）の水源涵養林を担っている重要な場所であり、

皆で森の復元を行って来ており、今年で１２年目となる｡今後も水源涵養林の復元に向け活

動を続けていくので皆さんの協力をお願いしたいとの説明がありました｡ 

次に緑の環・協議会の金井理事長からは今回の植樹祭は、国連のグリーンウェイブ運動に

登録することで地球規模の運動に参加しており、カウントダウンにより千葉から世界へ環

境保全を発信しているとの説明がありました。 

最後に星野さんから今回の植樹のメインとなるエノキの植える意義と苗木の植え方の説明

がありました。国チョウであるオオムラサキがエノキで卵を生み幼虫で冬を越し、6 月頃

に羽化し、成虫はコヌギ･コナラの樹液で成長する。 今回エノキを植えることによりオオ

ムラサキが当地を飛来することを期待したいとコメントがありました。 

その後第 1回からカウントダウンを担当して頂いている(株)オーク情報システム喜多さ

んのカウントダウンの後参加者全員でエノキ４本へ一斉にジョウロで水を掛けました 

その後参加者全員で記念撮影を行い、４つのグループに分かれて植樹を行いました。 

30 度を越える炎天下の作業となり、熱中症に注意しながらの穴掘り･堆肥運搬･水やりとな

りました｡ 

休憩時には、第 1回植樹祭から参加･自宅で苗木を育て毎回苗木を提供して頂いている 

(株)オーク情報システム金子さん･喜多さん等の挨拶 また、ボランティア参加の皆さんか

らの感想もあり交流が図られました。 

午後からは苗木の乾燥対策･苗木の水やり､除草作業、クズの蔓切を行いました。 

熱中症を避けるため早めの作業終了となりました｡ 

お陰様で、皆様のご協力で予定通り無事に活動を終えることができました。 

尚､4月に設置したハチトラップにはかなりの数のススメバチがかかっていました｡ 

今年はハチに気をつける必要がなさそうです｡ 

当地は、山砂採取跡地で木が育つには不適な土壌と専門家のご指摘がありましたが、少

しずつ土壌改良を重ね 2008 年 3 月にクロマツやコナラ、クヌギなど植え、2010 年 3 月に

アカマツを植えました。今回の植樹で約 3,000 本となり、植樹した木々もこの３～４年で

急速に成長しています。木々の成長と共に木々のメンテナンス(枝の剪定、除草作業、クズ
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の蔓きり等)が大変になって来ています｡ 

今の人員では限界があります。森の救助隊？を募集していますので、ぜひ皆さんの参加を

お願します｡ 

                             （記録 星野 正人 ） 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

お知らせ ホームページもご覧下さい→ http://www.g-cycle.org/ 

次回の定例会は、6 月 22 日（土）（雨天時 6 月 23 日（日））に行います。 

除草作業･枝の剪定･クズの除去を行いますのでよろしくお願いします｡ 

 

 

グリーンウェイブ植樹集合写真 

 

 

 

 

 

 

http://www.g-cycle.org/
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橋本理事長挨拶                             金井理事長グリーンウエイブの説明 

 

 

  

 星野さん苗木の植え方説明                  エノキ 4 本植樹 

 

 

  

エノキ 4 本植樹 

 



森を守り育てる会 かわらばん 2019 年 5 月号            2019 年 6月 1 日発行 

  

エノキ 4 本植樹 

 

 

  

カウントダウン後の水やり 

 

 

  

カウントダウン後の水やり 
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エノキ 6 本の植樹 

   

 

  

エノキ 6 本の植樹 

 

 

  

エノキ 4 本の植樹                         4 箇所にてニレ等 20 本の植樹 
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4 箇所にてニレ等 20 本の植樹 

 

 

  

4 箇所にてニレ等 20 本の植樹 

 

 

  

4 箇所にてニレ等 20 本の植樹             エノキ 10 本植樹完了 
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木陰で休憩 

 

 

  

木陰で休憩 

 

 

  

木陰で休憩                                   4 月に仕掛けたハチトラップ 
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作業終了後､ドローン撮影による集合写真 


